ライオンズ・リーダーシップ研究会

コミュニケーション
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講師の手引

	セッションの前に

	プログラムの背景

指導者にとって、効果的なコミュニケーションの能力は不可欠である。このセッションでは、以下の重要な技能について検討する。

· 自らのコミュニケーション方式と、自分とは異なった方式をとる人々と協力する方法について理解すること
· 積極的に耳を傾けること
· 聴き手に利益をもたらすものは何かという視点に基づき、メッセージを調整すること
セッションの素材
· パワーポイント･スライド
· スライド 1：セッションの目標
· スライド 2：白金律
· スライド 3：コミュニケーションの方式
· スライド 4：監督者
· スライド 5：監督者
· スライド 6：社交家
· スライド 7：社交家
· スライド 8：調停者
· スライド 9：調停者
· スライド 10：頭脳家
· スライド 11：頭脳家
· スライド 12：コミュニケーション方式のまとめ 

· スライド 13：コミュニケーション活動
· スライド 14：積極的な聴き手の特徴
· スライド 15：聴くことを妨げる一般的な理由
· スライド 16：セッションの目標
· ロールプレイ（役割演技）カード（5名のチームに各1セット）
視聴覚器材

· 映写機およびスクリーン
· フリップチャートおよびマーカー


	方法を示すアイコン
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	セッションの時間割（提案）

	セクション
	時間

(分)
	課程
	素材

	導入
	20
	講義

セッション開始の活動：  

· 「二者択一」
	スライド 1：セッションの目標

スライド 2：白金律

参加者マニュアルp. 1



	第1課：コミュニケーションの方式と対策


	35
	活動：

· 評価
解説：

· 小グループによる討議
まとめ：

· 講義
	スライド 3：コミュニケーションの方式

参加者マニュアルp. 2-3

スライド 4-11：対策

参加者マニュアルp. 4-6

スライド 12：コミュニケーション方式のまとめ
参加者マニュアルp. 7

	第2課：耳を傾けること


	40
	解説：

· 講義
活動：

· 2人1組での討議
まとめ：  

· 講義
	スライド 13：コミュニケーション活動

参加者マニュアル p. 8-9

フリップチャート

スライド 14：積極的な聴き手

スライド 15：聴くことを妨げる一般的な理由
参加者マニュアルp. 10

	第3課：小グループのコミュニケーション


	15
	活動：

· ロールプレイ
まとめ：

· 発表
	ロールプレイ・カード



	まとめ
	10
	講義
	スライド 16
参加者マニュアルp. 12

	総時間数
	120
	
	


	導入

	時間
	方法
	内容

	時間：20分
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スライド 1


	目標の確認：講義
1. スライド 1：「セッションの目標」を表示し、読み上げる。
「このセッションが終わる時には、皆さんは次の技能を身につけているはずです。」
· 各自のコミュニケーション方式の長所と短所を見極めること
· 他者のコミュニケーション方式を理解し、伝達の効果を高めるために必要に応じて自らの方式を改めること
· 積極的な聴き手の特徴を身につけ、悪い聴き手としての最も一般的な態度を改めること
· （上位リーダー用のオプション）聴き手の意欲を高め、その行動を促すために、利益を伝達する言葉を用いること


	8分
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セッション開始の活動I：講義

1. スライド 2：「白金律」を表示する。
2. 活動の前置きとして、次のように説明する。（講師の注意：このセクションでは以下の説明を活用することができる。それぞれの地域に適した例を用いるなど、国際会則上の地域に応じて内容を調整してほしい。）
· 「『自ら扱われたいと望むように、他者を扱う』ことの大切さを、私たちはしばしば耳にします。一般に『黄金律』として知られるこの格言は確かに的を射たものですが、効果的なコミュニケーションについて言えば、このような考え方は協調ではなく紛争の種となる可能性があります。他者は自分とは異なるものであり、彼らが私たちと同様に扱われることを望んでいるという考えには無理があります。私たちはむしろ、『人々が望む通りに人々を扱う』（トニー・アレサンドロ博士は、これを『白金律』と呼んでいます）べきだと言えるでしょう。」
· 「『人々が望む通りに人々を扱う』ための技能を身につけるには、どうすればよいでしょうか。その方法のひとつは、彼らのコミュニケーション方式を理解することです。」
3. 「これから、各自のコミュニケーション方式の傾向を調べるための活動に入ります」と参加者に述べる。


	10分
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	セッション開始の活動II：「二者択一」

1. 参加者に次のように指示する。
· 「席を立って、部屋の中央に移動して下さい。」
· 「これから、皆さんにいくつかの質問をしてみましょう。  質問にはそれぞれ2つの答えがあります。自分に当てはまる答えがAであれば部屋の右側に、Bであれば部屋の左側に移動して下さい。ぴったりと当てはまる答えがないかもしれませんが、どちらか近いと思われる答えを選んで下さい。」
2. 次のように質問し、答えに応じて参加者を部屋の左右どちらかに移動させる。
· 質問1：「あなたは、自分自身についてどのように考えていますか？」
A:   「率直で積極的？」
B:   「物静かで控え目？」
· 質問2：（講師の注意：質問2は、質問1で「A：率直で積極的」と答えた参加者のみに向ける。）「Aと答えた人たちに質問です。あなたには、次のうちどちらの傾向があるでしょうか？」
A:   「他の人々を監督する？（指示を与える、率先して行動する、人々にどうすればよいか教える、など）人々を監督しようとする傾向がある場合には、右側に一歩移動して下さい。」
B:   「他の人々との関係を重視する？（意見を論じ合う、互いに影響を及ぼし合う、情報を交換する、など）人々との関係を重視する傾向がある場合には、左側に一歩移動して下さい。」
· 質問3：（講師の注意：質問3は、質問1で「B：物静かで控え目」と答えた参加者のみに向ける。）「質問1でBと答えた人たちに質問です。あなたには、次のうちどちらの傾向があるでしょうか？」
A:   「チームの一員として働く？（共同で作業する、グループでの取り組みに参加する、チームの一員となる、など）この答えが当てはまる場合には、右側に一歩移動して下さい。」
B:   「業務の正確な遂行を重視する？（品質を管理する、手順を重視する、正確に成し遂げる、など）あなたが業務の正確な遂行を重視する場合には、左側に一歩、大きく移動して下さい。」
講師の注意：この時点で参加者は4つのグループに分かれ、次のように並んでいるはずである。

右







左

率直で積極的

監督

率直で積極的

関係

物静かで控え目 チーム

物静かで控え目  業務

3. [image: image18.wmf]着席させる前に、それぞれのグループに次のように説明する。
· 「皆さんは、監督することを好む率直で積極的な人々です。」（「Dという頭文字を覚えておいて下さい。」）
· 「皆さんは、人々と関わり合うことを好む率直で積極的な人々です。」（「Sという頭文字を覚えておいて下さい。」）
· 「皆さんは、チームの一員として働くことを好む物静かで控え目な人々です。」（「Rという頭文字を覚えておいて下さい。」）
· 「皆さんは、業務の正確な遂行を好む物静かで控え目な人々です。」（「Tという頭文字を覚えておいて下さい。」）
講師の注意：参加者はこれで、（D） 監督者、（S） 社交家、（R）調停者、（T）頭脳家の4つのコミュニケーション方式に分類されたことになる。この分類については、次の評価が終わるまで参加者に告げないようにすること。

4. 第1課に移行：「それでは、このコミュニケーション方式に関する評価を、もう一歩先に進めてみましょう。」



	第1課:  コミュニケーションの方式

	およその時間
	方法
	内容

	時間：35分
	
	

	10分
	[image: image19.png]pd





[image: image20.wmf]
[image: image21.wmf]スライド 3
	活動：評価

1. 参加者に次のように説明する。
· 「参加者マニュアルの2ページを開いて下さい。」
· 「各自の個人生活・職業生活の双方の側面について自己評価するために、これから9つの質問に答えてもらいます。」
· 「それぞれの質問に目を通し、複数の選択肢の中から答えをひとつだけ選択して下さい。」
· 「すべての質問に答え終わったら、答えの数を合計し、評価表の最後の欄に記入して下さい。」
· 「何か質問はありませんか？」
2. 室内を巡回し、必要に応じて参加者の自己評価を支援する。
3. 5分が経過したら、作業の終了を告げる。
4. スライド 3：「コミュニケーションの方式」を表示する。
5. 「答えの数が最も多かったのは、次のどのタイプだったでしょうか？」と質問し、それぞれ人数を確認する。
· 「Dタイプの人？：これは「監督者」方式です。」
· 「Sタイプの人？：これは「社交家」方式です。」
· 「Rタイプの人？：これは「調停者」方式です。」
· 「Tタイプの人？：これは「頭脳家」方式です。」
講師の注意：参加者の回答はすべてのタイプ（または複数のタイプ）にまたがっている可能性があることを念頭におくべきである。この現象ついては、「私たちは通常4つのタイプが入り混じったコミュニケーション方式をとっており、人々の多くはいずれかのタイプに偏った傾向を示します。」と説明する必要がある。
6. 「評価の結果は、先ほどの活動で明らかになったタイプと同じものとなったでしょうか？」と質問する。
7. 「今行った自己評価の方法は厳密なものとは言えませんが、各自の方式や傾向について理解を深める上では良い機会となったはずです。」と説明する。


	20分
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スライド 4-11
[image: image23.wmf]
	解説：小グループによる討議

1. 参加者をそれぞれのコミュニケーション方式に応じて4つのグループに分ける。
2. 参加者マニュアルの5～6ページを開くよう、参加者に指示する。
3. 各グループに次のように指示する。
· グループでスライドに示された各方式に関する説明を読み、内容を検討する。
· どのような説明を補足すればよいか決定する。
· 4分以内でグループの代表を決め、それぞれの方式について他のグループに発表する準備を整える。
4. 3～4分が経過したら、作業の終了を告げる。
5. 各グループに、配布物を参考にしてそれぞれの方式に関する説明を発表させる。必要に応じて説明を補足する。講師の注意： 以下は4つの方式に関する補足説明である。
6. 参加者マニュアルの4ページにメモをとるよう、参加者に指示する。  


	講師の資料：コミュニケーションの方式

監督者：単刀直入、結果を重視、 命令的、自己中心的、大胆、競争的、冒険的、 自信家、横暴。彼らに接する時の対策は：彼らが望み通りの成果を得られるよう支援する明確な方法に主眼をおくこと。率直な返答と簡潔・的確を心がけ、あくまでも職務を重視すること。

社交家：意欲的、感情的、社交的、独断的、寛大、魅力的、交際上手、衝動的、説得力がある。  彼らに接する時の対策は：親密で友好的な雰囲気を作ること。彼らが自分の意見、人々、その直感的洞察について表明できる機会を与えること。彼らが成果を得るための特定の行動に集中できるよう支援すること。
調停者：自制心、所有欲が強い、穏やか、悠長、行動の予測がつきやすい、世話好き、忍耐強い、友好的、誠実、堅実。調停者に接する時の対策は：誠実・親密・協調的な雰囲気を作ること。彼らに対する個人的な関心を示すこと。新たな提案や現状の変更を行う場合には、彼らが危惧を抱かないような方法で。安定した状態を維持するために、互いに何ができるかをじっくりと話し合うこと。
頭脳家：慎重、良心的、打算的、完全主義者、批判的、事実を重視、心配性、外交的、思慮深い。頭脳家に接する時の対策は：用件について予め入念に考えること。意見に関する賛否両論を率直に告げること。不慮の事態が生じないことを重ねて保証すること。現時点での成果を高めるための完璧ではないまでも実践的な方法について、慎重に提案すること。 

	5分
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スライド 12
[image: image24.wmf]
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	まとめ：講義
1. スライド 12：「コミュニケーション方式のまとめ」を表示し、その内容を検討する。
· 自分とは異なった人々とコミュニケーションをとる場合にも、自分の意見が変わるわけではない。意見を提示する方法が変わるだけのことである。
· 「理想的な」チームには、4つの方式がすべて備わっている。
· 人々に「レッテルを貼る」ことを避け、互いの相違を率直に認めて柔軟な対応を心がければ、コミュニケーションを高めることができる。
· 自分とよく似た人々と付き合うのは簡単である。しかし、異なった方式が混在することにより、作業の効果は高まるものである。一方、このことが個人間の紛争を招く場合もある。
· 互いを尊重し、信頼し、進んで順応しようと努めることによって、どんな方式をとる人ともうまくやっていくことができる。
2. 第2課に移行する。



	第2課： 耳を傾けること

	およその時間
	方法
	内容

	40分
	
	

	15分
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スライド 13
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	解説：講義
1. 以下の説明を実状に合わせて調整し、参加者に課題を提起する。
· 「皆さんがライオンズの仲間と協力して取り組む時には、多くの場合小グループのコミュニケーションが必要となります。小グループのコミュニケーションとは、共通の目的と集団への帰属意識をもった3～10人ほどの人々の間にはたらく相互作用、と定義することができます。」
· 「集団が成功をおさめるためには、自分自身と他者のコミュニケーション方式を理解することが不可欠です。活動の計画、新たな取り組みの説明、問題の解決、運動の組織など、集団の目的が何であったとしても、このことに変わりはありません。」
· 「小グループでの共同作業において、皆さんがより効果的な伝達者となるためには、さらに進んだコミュニケーション技能が必要となります。こうした技能について、これから検討してみましょう。」
2. スライド 13：「コミュニケーション活動」を表示し、内容を検討する。
· 「このグラフは、私たちがそれぞれのコミュニケーション手段に通常1日のどのくらいの時間を費やしているかを示したものです。皆さんがライオンズとして活動している時間についても、同じ比率を当てはめて考えることができるでしょう」と説明する。
· 話すこと= 30%

· 聴くこと= 45%

· 書くこと= 9% 

· 読むこと= 16%

· 表示されたグラフと参加者各自のグラフを比較して、共通点または相違点について討議する。また、グラフ内の活動をライオンズの会合と関連づけて考察する。
3. 次の点を強調する。
· 「耳を傾けることは、優れた伝達者に共通する最も重要な技能のひとつです。私たちは起きている時間の実に80％をコミュニケーションに費やしており、聴くことはその45％を占めています。しかし学校では、『聴く』というコミュニケーション技能の教育は最も軽んじられています。」

4. 次のように述べて、活動に移行する。
· 「「皆さんの多くは、自分があまり優れた聴き手ではないことを認めなければならないでしょう。しかし、ほとんどの人々が、どうすればよいか直観的に理解しているのではないでしょうか。この推測が正しいかどうか確かめてみましょう。」
5. 次の話を紹介する。
· 「これからするお話を、注意して聴いて下さい。あなたはバスの運転手です。最初の停留所で、あなたは10人の乗客を乗せました。次の停留所では5人を降ろし、4人を乗せました。3番目の停留所では2人を乗せ、1人を降ろしました。4番目の停留所では8人を乗せ、4人を降ろしました。5番目の停留所では6人を乗せ、5人を降ろしました。6番目の停留所では3人を乗せ、10人を降ろしました。」
· 「さて、バスの運転手は誰でしょう？」
· 「答え：バスの運転手はあなたです！」
6. 質問：「このお話の要点はどこにあるでしょうか？」
· 答え：「聴くことは簡単なことではない！」「私たちはすべて、耳を傾けながら自分勝手な思い込みに縛られている。」「私たちはしばしば、相手が伝えようとしている以上の意味を読み取ってしまう。」「コミュニケーションの当事者は、自分が何を期待しているのか常に明確に把握しているわけではない」など。


	15分
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	活動：2人1組での討議

1. 参加者にそれぞれパートナーを見つけるよう求める。（全員が2人1組となったら、2に進む。）
2. I：参加者に次のように指示する。
· 「パートナーと向き合って下さい。」
· 「どちらか背の高い方が話し手、背の低い方が聴き手になります。」
· 「話し手は自分のクラブで最近行われた会合について、聴き手に詳しく話します。」
· 「聴き手の仕事は、積極的に耳を傾けることです。つまり、良い聴き手となるために必要と思われるあらゆる方法を駆使して、良い聴き手としての態度を示して下さい。」
· 「何か質問はありませんか？」
3. 60～90秒ほど経過したら終了を告げ、IIに移行する。
4. II：参加者に次のように指示する。
· 「次に、今の役割を交替して下さい。」
· 「どちらか背の低い方が話し手となり、背の高い方が聴き手となります。」
· 「話し手は、自分のクラブまたは地区で生じた紛争について、聴き手に詳しく話します。」
· 「聴き手の仕事は、悪い聴き手となることです。」  

· 「話し手は聴き手の態度が悪くても話し続け、聴き手を引き込もうと試みます。」
5. 次のように質問し、回答をフリップチャートに記入する。
· 質問1：「『悪い聴き手の態度』として、どのような態度がみられましたか？」予想される典型的な回答は以下の通り（参加者が指摘しなかった場合にのみ使用する）。
· 視線をそらす
· そわそわする
· 気を散らす
· 時計を見る
· 的外れな質問をする
· 話をさえぎる
· 質問2：「悪い聴き手は、話し手にどのような影響を及ぼしたでしょうか？」予想される典型的な回答は以下の通り（参加者が指摘しなかった場合にのみ使用する）。
· 思考が中断した
· 聴き手の注意力を持続させるために、もっと生き生きと表現しなければならないと感じた
· 自分の話は聴き手を「退屈」させている、と感じた
· 話に集中するのが難しかった
· 質問3：「『良い聴き手の態度』として、どのような態度がみられたでしょうか？」予想される典型的な回答は以下の通り（参加者が指摘しなかった場合にのみ使用する）。
· 話し手の目を見る
· 言葉によらない積極的な反応（頷く、笑顔をみせる）
· 言葉による積極的な反応（同意）
· 適切な質問をする
· 話の内容について意見を述べる
· 熱心な態度
· 質問4：「良い聴き手は、話し手にどのような影響を及ぼしたでしょうか？」。予想される典型的な回答は以下の通り（参加者が指摘しなかった場合にのみ使用する）。
· 自分の話の重要性・妥当性が認められたと感じた
· 楽しく話ができた
· 自信を感じた
· 話に集中しやすかった
講師の注意：参加者マニュアルの11ページにメモをとるよう、参加者に指示する。



	10分
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スライド 14
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スライド 15
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	まとめ：講義

1. スライド 14:「積極的な聴き手の特徴」を表示し、要点を説明する。
· 事実と共に気持ちを聴き取ること
解説：「何が述べられたかということのみならず、それがどのように述べられたかについても注意する必要があります。例えば、あなたが最近提出した報告書について、ある会員に意見を求めたとしましょう。その会員は、そっけない口調で『よかったよ』と答えました。この場合、あなたの仕事は『事実』（話された実際の言葉）としては許容できるものであったことになります。しかし、『気持ち』（言い方に表れた言葉の裏の感情的な意味合い）の面では、報告書の内容が満足のゆくものではなかったことが伝わってきます。」
· 言い換えること
解説：「言い換えは、例えば『キャロル、私が聴いたことが正しければ、会長に連絡する前にまず会員増強委員長に意見を求めるべきだと言うんだね？それで間違いないかい？』という場合のように、皆さんが耳にした内容をもう一度相手に確認するための行為です。」
· 全身で耳を傾けること
解説：「身体的な『エネルギー』は、コミュニケーションの効果を左右します。視線をそらす、うつむく、椅子に反りかえる、紙をもてあそぶなど、聴き手が無関心な様子を示していれば、話し手は狼狽して集中力を失ってしまうかもしれません。聴き手として、身を入れて聴く時の立ち方・座り方を身につける必要があります。話し手に向かって身体を傾け、全身で聴くことに集中しましょう。」
· 記憶に頼らないこと
解説：「重要な会合や会話の間には、ためらわずメモをとりましょう。メモをとることで、メッセージを正確に受け取ることができるはずです。この行為はメッセージを正確に記録したいという皆さんの気持ちの表れであり、話し手に敬意を示すことにもなります。」
· 長い会話の後で、聞いた内容をまとめること
解説：「この行為は、想像もつかないほど有意義な結果をもたらすはずです。長い会話の後には、内容を要約するために数分間の時間を設けて下さい。例えば、『ベス、しばらく話し合ったけど、話がどこまで進んだか、ちょっとまとめておこうと思うんだ。次に検討すべきことを正確に把握できるようにね。』などと言えばよいでしょう。」

· 自分の経験は持ち出さないこと
解説：「大切なのは相手に対する共感であり、自分の経験によって会話を支配しようとする態度は避けるべきです。会員が自分の心配事を話題にしている時には、『君の言いたいことはよく分かるよ。僕も先週、同じような目に合ったんだ』などの言葉で、いちいち相手をさえぎってはなりません。主眼は自分の経験ではなく、相手の経験におくべきです。」

2. スライド 15：「聴くことを妨げる一般的な理由」を表示し、要点を説明する。
· 先入観
解説：「私たちはしばしば、年齢・人種・性別・外見・経歴・教育などによって、瞬間的に人々を判断してしまいます。『白紙』の状態で、また話し手と同じ立場に立って耳を傾けることを学びましょう。優れた聴き手であれば、違いを予測し、これを受け入れ、身につけた知識と洞察力によって確実に個人的な成長を遂げていくことができるはずです。」
· 動機と態度
解説：「 私たちは聴きたいことを聴こうとするものです。皆さんもお気づきのことと思いますが、子供たちはしばしば「駄目」という言葉を「たぶんね」という意味に解釈してしまいます。優れた聴き手は、純粋に聴くことだけを追求しようと心に決めています。耳を傾けるためには、意識的な努力と意志が必要なのです。」
· 時間
解説：「私たちの多くは常に時間が足りないと思い込んでおり、会話を急いでメッセージの大部分を聴き逃してしまいます。こんなやり方では、メッセージを完全に聴き取ることはできません。結局は始めからすべてをやり直すことになり、時間を無駄にすることになってしまいます。時間のことはひとまず忘れ、気長に構えることです。そうすれば、最終的に時間を節約することができるでしょう。」
· 聴く環境が悪いこと
解説：「相手の言葉が聴き取れないような騒がしい場所で、重要な話し合いをするのは避けましょう。」
· 相手が話している間に返答を考えること
解説：「私たちの多くが優れた聴き手になれない理由は、まさにこの一点にあります。相手が話し終えた時に何を言うべきか考えつくまでの間だけ、私たちは相手の話に耳を傾けます。その結果、常にメッセージの半分を聞き逃してしまうことになるのです。私たちがこのような行動をとる理由は、ひとつには賢く自信に満ちた人物とみられたいという欲求にあり、ひとつには沈黙が嫌いなためでもあります。つまり、私たちは常に応酬しようと待ち構えているわけですが、このような姿勢は多くの場合あまり得策とは言えません。まずメッセージを聴き取ることに努め、待機し、返答を考え、その上で口を開くべきです。このことは、習得すべき重要な技能であると言えるでしょう。」
3. 第3課に移行する。



	第3課：小グループのコミュニケーション

	およその時間
	方法
	内容

	時間：15分
	
	講師の注意：以下の課程ではロールプレイを行い、参加者はライオンズの会合で演じる役割をそれぞれ選択する。この活動を通して、参加者はこれまでの課程で検討した技能を応用することができる。講師はセッションの進行役として、会合のシナリオを決定する。以下のシナリオのひとつを用いてもよいし、参加者に適したシナリオを作成してもよい。 

· クラブまたは委員会では、クラブの資金調達のためにパンケーキ朝食会を企画している。
· クラブまたは委員会では、新会員の募集方法についてブレーンストーミングを行っている。
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	解説
1. 「皆さんは、優れた聴き手としての技能を実践しなければなりません。また、4つのコミュニケーション方式/態度を観察する技能を磨く必要もあるでしょう。これから、そのための機会を提供しましょう。」と述べる。


	10分
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	活動：ロールプレイ

1. 全体を各5名の小グループに分ける。
2. グループに以下のように指示する。
· 「少し時間を与えますので、各グループのメンバーは『帽子』の中からカードを選び、それぞれの役割を決定して下さい。」
· 「『聴き手リーダー』のカードを選んだメンバーは、グループ会議を指導することになります。グループ会議の時間は約10分です。」
· 「グループのその他のメンバーは、それぞれのコミュニケーション方式の役割を演じることになります。各自が選んだカードの指示に従って下さい。但し、会議が終わるまで、他のメンバーには自分の役割カードを見せないようにします。」
· 講師の注意：講師が選んだ、または作成した会議のシナリオを提示する。
· 「何か質問はありませんか？」


	講師の資料：ロールプレイ・カード
（セッションで使用するカードについては付録を参照のこと。）

監督者：あなたは、この会議の責任者は自分でなければならないと考えています。そこで、さっそく主導権を握ろうと試みます。傲慢な発言で他のメンバーをさえぎり、人の意見に耳を傾けないばかりか、これを無視することさえしばしばです。

社交家：あなたは、この会議をしばらく会っていなかった友人や仲間と交流し、近況を確かめ合う格好の機会であると考えています。あなたには議題とは無関係なポイントのずれた発言が多く、それによってグループの注意をそらしてしまう傾向があります。

調停者：あなたは、このような会議では黙っている傾向があります。自分にできる方法で支援したいという気持ちはあるものの、注目の的になりたくはないのです。役に立たないと思われることは何も言わず、チームの取り組みを支援・激励するような肯定的な発言をすることに全力を注ぎます。紛争が生じた時には巻き込まれないように努め、誰かの感情を傷つけようとは思いません。

頭脳家：あなたは入念に議題に取り組もうと試み、ことの詳細に最大の関心を払います。質問によって物事が徹底的に調査・検討されたかを確かめ、必要なデータをすべて手に入れるまで意見の表明は差し控えます。その態度は極めて保守的で、あくまでも手順を重視します。

聴き手リーダー：あなたはこの会議の進行役です。あなたの課題は、全員の意見とアイディアをまとめ、次の段階の行動計画を提案することにあります。耳を傾けてメンバーのコミュニケーション方式を判断し、その上でそれぞれの方式に対処する適切な対策を編み出さなければなりません。

	5分
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	まとめ：発表

1. 10分が経過したら、終了を告げる。
2. 以下の質問を用いて、活動の内容を発表させる。
· 「会議の間に、どのようなことに気づきましたか？」
· 「4つの異なったコミュニケーション方式は、簡単に判断することができたでしょうか？」
· 「異なったコミュニケーション方式に対処するために、リーダーはどのような対策を用いたでしょうか？」
· 「より効果的な聴き手となるために、何をする必要があったでしょうか？」
· 「耳を傾けることが難しいと感じたとしたら、それはなぜでしょうか？」
· 「グループの中で、他のメンバーが自分の話を聴いていないと感じた人がいるでしょうか？いるとしたら、それはなぜでしょうか？いないとしたら、それはなぜでしょうか？」
· 「会議の目的は簡単に達成できたでしょうか？できたとしたら、それはなぜでしょうか？できなかったとしたら、それはなぜでしょうか？」



	まとめ

	およその時間
	方法
	内容

	時間：10分
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スライド 16
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	1. スライド 16：「セッションの目標」を表示する。
2. 「セッションの目標は達成されたでしょうか？」と質問する。
3. 「今日のセッションで学んだ考え方を、今後のコミュニケーションや会議の場面で応用してみて下さい。」と参加者に強く求める。
4. 「皆さんはクラブや地区に戻った後で、何をどのように応用しようと考えていますか」と質問する。
5. 参加者マニュアルの12ページを開くよう指示し、「今日の研究会の学習事項を受けて、これから始めようと思うこと、やめようと思うこと、続けようと思うことを、それぞれひとつ決定して下さい」と求める。各自が書き留めた内容をパートナーと見せ合い、または数名に読み上げるよう指示してもよい。
6. セッションの要点を繰り返し、全体を締めくくる。
· 個人のさまざまなコミュニケーション方式について認識を深めること。
· 人々が望む通りに人々を扱うこと。
· 小グループのコミュニケーションを高めるために、積極的に耳を傾けること。
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